
アルノヾイトについて

アルバイトの週平均日数………………………………………………
授業期間中のアルバイ ト日数は週に3日以内が大半
「2日以内」51.2%、 「3日」26.5%、 「4日以上」15.3%
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０

アルバイ トの目的……………………………………………… …̈……
アルバイトの目的はいろいろ
「生活維持」32.3%、 「身の回り品」28.5%、 「コンパ・交際費」23.0%

アルバイ トと勉強 との関係……………………………………………"
アルバイトは勉強の妨げになる
「妨げになる」、「やや妨げになる」をあわせると37.9%

月平均収入…………………………………………………………………
平均収入は約4万円
「4万円」22.4%、 「6万円」22.4%

経済的な独立度………………………………………………………"…
経済的に独立している人ほど勉学に意欲的
独立している学生ほど授業出席率が高い

奨学金制度………………………………"………………………………・ ①
奨学金制度はある程度充実している
「思う」、「やや思う」をあわせると学部学生 :51.7%、 大学院学生 :62.9%
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セ 授業期間中のアルバイト 数は

週に3日以内が大半
アルバイトの

週平均日数

授業期間中、アルバイ トの週平均日数を学年別

に比較 してみます。アンケー トを実施した 5。 6

月では、 1年生の 3人に 1人はアルバイトをして

いないという回答でした。学年が上がると日数は

増加 しますが、 5年以上を除くと、週に 3日 以内

で約 8割の比率になっています。

グラフには示 していませんが、文系 。理系を

比較すると、「 2日 以内」が文系 :5■5%、 理系 :

I-2EL)l6l 51.2o/o. [3El 26.50/q [4EL)ltl I 5.3%

66.7%、 「 3日 」が文系 :30■ %、 理系 :23.3%、 「 4

日以上」が文系 :18.4%、 理系 :10.0%と なって

いました。理系の方がアルバイ トをする日数が少

ない傾向にあります。

また、グラフには不していませんが、自宅外の

方が「 0日 」の比率が5ポ イント高 くなっていま

した。自宅の方が、アルバイト先を見つけ易いと

いうことでしようか。
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週平均アルバイ ト日数と授業平均出席率の関係

を見てみましょう。明らかに予想されることです

が、アルバイト日数が増加すると出席率が低下し

ます。「 3日 」から「 5日 」の出席率は同じ程度

の 均アルバイ ト日数

ですが、「 6日 」を超えると急激に低下 していま

す。アルバイトと勉学の両立を慎重に考えること

が大切です。
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1日 あた りのアルバ イ トの時間数 を見てみ る

と、「 4時間」か ら「 6時間」が多 くなっています。

学部学生 。大学院学生で比較すると、大学院学生

の方が時間はやや少なめです。

1日 あた りのアルバイ トの時間数 と授業平均出

席率には相関があ ります。アルバイ トの時間数が

増加するほど出席率は明確に低下 しています。
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アルバイトの目的はいろいろ

アルバイ トの目的
「生活維持」32.3%、 「身の回り費」28.5%、
「コンパ・交際費」23.0%

アルバイ トの目的はいろいろあるようです。

「生活維持」という切羽詰まった目的が一番多 く

なっていますが、一方で「身の回り費」、「コンパ・

交際費」という回答が 2番 目。3番 目となってい

ます。

男性 。女性で比較してみますと、男性では「生

活維持」が女性より10ポ イントほど高 くなってい

ます。女性では、「身の回り費」が男性の 2倍近

くになっています。比率は低いですが、男性の「大

型商品購入」が女性の 4倍になっているのも特徴

的です。

全   体

男   性

(2,783人 )

女   性

(2,032人 )

(%)

文系 。理系で比較すると、全体的な傾向は同 じ

です。 より詳 しく見ると、文系の場合、「コンパ・

交際費」が5ポ イン ト程度高 くなっています。 ま

た、比率は低 いですが、文系の「Wス クール費」

が理系の場合 より3倍以上になっています。
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自宅 。自宅外別

さらに、 自宅 。自宅外で比較 してみます。 自宅

外では「生活維持」が自宅の場合 よりも20ポイン

ト以上高 く、そのほかの 目的の比率が低 くなって

います。特に、 自宅外では「課外活動費」、「身の

回 り費」、「コンパ・交際費」が低 くなっています。

自   宅

(3,030人 )

自 宅 外

(1,785人 )

(%)

最後に、学年別に比較 してみます。学年が上が

ると「生活維持」の比率が増大します。また、「学

費」の比率も増大しています。これらは特に、 5

年以上 。大学院学生に顕著です。それに対 して、

「アルバイトをしていない」の比率は学年が上が

ると減少しています。経済的に自立に向かう傾向

が現れています。
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アルバイトは勉強の妨げになる

アJレ′ヽイトと

勉強との関係 lyfitf t re6 ) . l-pt5l'fl, I .rfa ) ?re,1r.t-6 t37 .90/o

全体でみると、「妨げになる」、「やや妨げにな

る」が37.9%です。文系・理系、男性 。女性、自宅・

自宅外 とそれぞれ区分 しても、比率の分布は全体

とほぼ同じでした。一方、一般学生・留学生で区

分すると、留学生では「妨げになる」、「やや妨げ

になる」が45.4%で した。
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学年別に見ると、4年は「妨げになる」、「やや

妨げになる」の比率は若干低 く、それに対して、

博士課程の学生のそれらの比率は若千高 くなって

います。
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さらに、アルバイトの目的別で見てみると、「妨

げになる」、「やや妨げになる」の比率が全体に対

して高 くなっているのは「生活維持」、「学費」、

「Wス クール費」、「留学費」です。

以上のことを総合すると、勉学への影響を苦慮

しなが らも、アルバイ トせざるを得ない学生 と、

趣味や娯楽のために適度にアルバイ トをしている

学生に分かれるようです。

バイ トの ア ル は いま し またはか ?

妨げにならない まり妨げにならない
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今回の調査では、本学学生のアルバイ ト1カ 月間の平

均収入は42,559円 、全国123大学 (私立)の学生の平均が

53,500円 となってお り、本学学生のほうがアルバイ トにお

ける平均収入が低 くなっています。また、同様に 1カ 月間

の仕送 り。小遣いの平均額を比較しますと、本学学生の平

均額が34,407円 、私大生平均額が47,200円 となっています。

特に、仕送 り。小遣いについては、私大生平均額より約

13,000円少なく、全国の私大生より本学学生の方が、親の経

済的援助に頼らずに学生生活を送っていると言えそうです。   o
(参考)私立大学学生白書2007
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平均収入は約4万円

月平均収入

1ケ 月の平均収入は「 4万円」22.4%、「 6万円」

22.4%、 「 0円」が21.5%と なっています。

学年別に見てみると、学年が上がるにしたがっ

て、収入は増加 しています。修士課程は学部学生

2年生や 3年生と同じような比率の分布になって

います。博士課程の場合は「 8万円」程度以上が

l4nn) 22.4o/o. [6EE I 22.4o/o

約半数を占めています。

自宅 。自宅外で比較すると、自宅の方が収入が

高 くなっています。グラフには示 していませんが、

男性・女性では女性の方が、文系・理系では文系

の方が、それぞれ収入が若干高 くなっていました。
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経済的に独立している人ほど
勉事に意欲的

経済的な独立度 独立 している学生ほど授業出席率が高いPOl‖ TQ⊂ン⊃

経済的に独立 してい

るかについて、学部学

生 と大学院学生 とで比

較すると、「はい」 と

回答した比率は学部学

生では4.7%、 大学院学

生では25.6%で した。

経済的な独立度と授

業平均出席率との関係

を見てみると、「はい」

と回答した学生の方が

出席率は高 くなってい

ます。

また、経済的な独立度に「はい」と回答 した学

生の方が、授業を選ぶ要素に関して「講義内容」

「担当教員」を重視する比率が高 くなっているの

に対して、「いいえ」と回答 した学生の方が、「曜

日・時間帯」「単位取得の難易」の比率が高 くな

っています。

体

は  い
(229人 )

いい え

(2,483人 )

0 20 40

大学院学生の方が経済的な独立度は高 く、 しか

も大学院学生の方が授業に対する熱心度が高いの

で、このような結果が出ているものと考えられま

す。一方で、自費で勉強することがもたらす意欲

がこのような違いに反映されているのだとも考え

られます。

60 80 100

無回答 1.0%
はい 4.7% 無回答 2.5%

【一，．狙序バイトについて

全

経
済
的
に
独
立
し
て
い
ま
|す |

四

は に していますかつ

学  部 大学院

はい

25.6%

に ていますかつ

114

118 168

80～ 9050%未満匝画∃

あ た は

□授業形態 □曜日・時間帯 □単位取得の難易
５
　
経
済
的
な
独
立
度

体全
流
劇
口相
「
「口
「
国コ
割
「川

は   い

(462人 )

い い え
(4,935人 )

していまに

853 446

928 403 11.4

848 453 281

□講義内容

□担当教員 ■出席チェックの有無 ■その他

７
‥

ＦЭ

集計

いい え

94.3%
いい ス」

71.9%

78 162 61.5

7.4 74 10.5 72.1

7.9 610

か

276 曇
|

26.6    (105

睡巨亘憂壷藝葬珊

10.5

102

.(%)

390 遁

263



゛駆Olars力ら

奨学金制度はある 由
屁

奨学金制度
「思う」、「やや思う」をあわせると

学部学生:51.7ワら、大学院学生:62.91%3

奨学金制度について

は、学部学生では「思

う」、「やや思 う」が

51.7%、 大学院学生で

は62.9%と なっていま

す。大学院学生ではか

なり多 くの学生が満足

しているようです。

学生種類で比較する

と、「思 う」、「やや思

う」の合計比率は留学

生の方が高いものの、

「思う」の比率は留学

1.8% 回答1.1%

思わない

5.4%

思わない

3.8%

生の方が10ポ イント程度低 くなっています。留学

生の評価からはやや消極的な印象を受けます。

文系 。理系で比較すると、理系の方が充実度の

思 う や思 う
「

あまり思わない
「

思わない 奨学金制度を受けていない

全  体

一般学生
(2,650′ )ヽ

留 学 生
(69人 )

0 20 40 80 100(%)
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文  系
(2,082ン )`

理  系
(637人 )

POl‖TQ遁ンD

は いますか ?しているとている
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31.5%

ちまり
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11.3%

やや思う

30.2%

大学院
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14.3%

あまり
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163%
やや思う
38.296

けているあ た いますか?していると 学生種類別

288322

31.8 12.2

87464

| ている い ま か ?していると 文系 。理系別

126394
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や思 う

40 60

わない

80 100

tハ

評価が高 くなっています。これは、大学院学生 (社

会人以外)が理系の方が多いことと関連している

のでしよう。

思う

215%
思う

24.79そ )

22.4 124

29322.7
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なたが けている は ている い か ? lヶ 月のアルノイ ト

全  体

思  う
(610人 )

奨
学
金

215 72 224

■ ■

64 3.7 37

241 66 239

奨学金制度の充実 と lヶ 月のアルバイ トの平均

収入の関係 を見てみ ましょう。「思 う」、「やや思

う」、「奨学金制度を受けていない」では、 1ケ 月

の平均収入の傾向はほぼ同 じです。一方、「あま

り思わない」、「思わない」の場合は、平均収入が

多くなっているようです。奨学金制度が十分でな

いから、アルバイトをもっとしなければならない

という要因が背後にあるのだと思われます。

217 76 236 6.5 43 35
やや思 う制
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■12万 円以上

バ
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ト
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つ
い
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奨学金制度の充実と入学した学部・研究科への

満足度との関係を見てみます。「充実 している」

という回答と「満足している」という回答には正

の相関があります。「奨学金制度を受けていない」

と回答した学生の満足度の比率の分布は「あまり

思わない」と回答した学生の満足度の比率の分布

と同じ傾向にあります。
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奨学金制度の充実と大学生活の充実度との関係

を見てみます。これも、「奨学金制度が充実 して

いる」 という回答と「大学生活が充実している」

という回答には正の相関があります。先ほどと同

様、「奨学金制度を受けていない」と回答 した学

生の大学生活充実度の比率の分布は「あまり思わ

ない」と回答した学生の大学生活充実度の比率の

分布と同じ傾向にあります。

奨学金制度が、学生の大学生活の満足度・充実

度と密接に関係 していることがわか ります。

い いしていると すか?ている

していない あまりしていない やや している している 医≡亘憂三区亜≡亘憂互□

全 体 429

思  う
(606人 )

37.5

やや思 う
(872人 )

あまり
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(336ン )ヽ
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(112人 )

奨学金制度を
受けていない
(780人 )

40
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46.295  1
ヽ

432

33.9
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ノ
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全体の18%が アルバィ ト

を「していない」と回答 し

ています。つまり、それ以

外の82%の 学生は、なんら

かの目的でアルバイ トに従

事していて、その目的には、

「生活維持」。「学費」。「Wス ク

ール費」。「課外活動費」。「留

学費」などで、学業・生活の

維持のためにアルバイ トを

している学生も多いことが

わかります。しかしながら、

なかには、悪質な家庭教師

派遣業者もお り、大学では

注意を呼びかけています。

大学では、キャンパス内のアルバイトや家庭教師を

したいと考える学生に対しての紹介を行っており、キ

ャンパス外の一般アルバイト・塾講師に関しては、「早

稲田大学アルバイ ト紹介システム」を利用し、紹介し

ています。これは、財団法人学生サポー トセンターが

指導する学生アルバイト情報ネットワークです。

アルバイト情報は、「Waseda‐ netポ ータル」→「学

生生活」→「学生生活支援」→「アルバイト」を参照

してください。
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